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平成 23 年５月 16 日 

各 位 

                            会 社 名 明治機械株式会社 

                            代表者名 代表取締役社長  高橋 豊三郎 

                            （コード番号 ６３３４ 東証第二部） 

                            問合せ先 総務部長     高工 弘 

                            （TEL．03－5295－3511） 

 

特別損失の計上及び平成 23 年３月期通期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 
 

 この度、下記の特別損失の計上がありますので、その概要をお知らせするとともに、平成 23年２月 10 日に公表いたし

ました通期業績予想値（連結・個別）と本日公表の実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上  

  事業譲渡損（連結・個別） 

平成 23 年１月 21 日付の「資産譲渡及び連結子会社の事業譲渡に関するお知らせ」で公表いたしました連結子会社ラ

ップマスターエスティ株式会社の運営する全事業（半導体関連事業及び研磨・研削事業）の事業譲渡に伴い、第３四半

期会計期間では事業譲渡損を連結ベースで 764 百万円、個別ベースで 425 百万円をそれぞれ計上いたしました。 

  第４四半期会計期間におきましては、連結ベースで減損損失 91 百万円、製品補償費 44 百万円、在庫評価減 51 百万

円、その他 56 百万円など 244 百万円の計上となり、通期の事業譲渡損は 1,008 百万円の計上となりました。 

  また、個別ベースでは、当該子会社の株式評価減 709 百万円をはじめ 836 百万円を計上いたしました。なお、通期の

事業譲渡損は 1,261 百万円の計上となりました。 

 

２．業績予想数値と実績値との差異 

(1) 平成 23 年３月期通期連結業績予想数値と実績値との差異(平成 22 年４月 1 日～平成 23 年３月 31 日) 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 16,394 △50 △96 △632 △6 円 66 銭 

実 績 値（Ｂ） 15,952 2 12 △921 △9 円 74 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △442 52 108 △289  

増 減 率            （％） △2.7 － － －  

（ご参考）前期実績 
（平成 22 年３月期） 18,425 △2,014 △2,080 △2,368 △30 円 68 銭 
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(2) 平成 23 年３月期通期個別業績予想数値と実績値との差異(平成 22 年４月 1 日～平成 23 年３月 31 日) 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 9,236 153 175 88 93 銭 

実 績 値（Ｂ） 9,074 257 300 △851 △9 円 1 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △162 104 125 △939  

増 減 率            （％） △1.8 68.0 71.4 －  

（ご参考）前期実績 
（平成 22 年３月期） 5,523 △1,926 △1,862 △1,737 △22 円 50 銭 

 

３．差異の理由 

(1) 連結 

 ①売上高 

   売上高につきましては、産業機械関連事業において、当社の大型プラント工事の着工遅れに伴う工事進行基準適用

売上高の減少、新規設備投資の減退などにより減少となりました。 

  ②営業利益、経常利益、当期純利益 

  損益面につきましては、当社のコンサルタント会社を活用した経営改善諸施策が実を結ぶ結果となり、大型プラン

ト工事をはじめとした粗利率の改善が見られ、営業利益、経常利益を計上することができました。しかしながら、当

期純損益につきましては、前述の連結子会社の事業譲渡に伴う多額の事業譲渡損の発生があるため、損失の計上とな

りました。 

   この結果、通期は売上高 15,952 百万円、営業利益２百万円、経常利益 12 百万円、当期純損失 921 百万円となりま

した。 

(2) 個別 

  ①売上高 

売上高につきましては、工事進行基準適用売上高の減少や予定した一部の受注・成約の遅れなどにより、若干の減

収となりました。 

  ②営業利益、経常利益、当期純利益 

 損益面につきましては、経費削減に鋭意努力している一方で、経営改善のためのコンサルタント料や事業譲渡に伴

う成功報酬などの費用発生はありましたが、この経営改善諸施策が業績に反映されることとなり、特に大型プラント

工事をはじめとした粗利率の改善が顕著に見られましたが、連結同様に、連結子会社の事業譲渡に伴う事業譲渡損の

計上があるため、当期純損益は損失計上となりました。 

   これにより、通期は売上高 9,074 百万円、営業利益 257 百万円、経常利益 300 百万円、当期純損失 851 百万円とな

りました。 

以 上 


